
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
止水性を備えた可撓性シートに、変形可能で且つ自己保形性を備えた金属シートを積層固
定した屋根用防水シートにおいて、屋根用防水シートの幅方向の途中に該幅方向と略直交
する方向に亙って折返し重合部を形成し、少なくとも該折返し重合部では可撓性シートと
金属シートとを積層したことを特徴とする屋根用防水シート。
【請求項２】
折返し重合部を、間隔を隔てて複数並設したことを特徴とする請求項１記載の屋根用防水
シート。
【請求項３】
可撓性シートの片面の全面に亙って金属シートを積層固定したことを特徴とする請求項１
記載の屋根用防水シート。
【請求項４】
折返し重合部に位置する可撓性シートの部位のみに金属シートを積層固定したことを特徴
とする請求項１記載の屋根用防水シート。
【請求項５】
折返し重合部を、山折部と谷折部とを連続して設けると共に、山折部を谷折部の上側に位
置するように重合して形成したことを特徴とする請求項１記載の屋根用防水シート。
【請求項６】
可撓性シートを、加硫ゴム製または樹脂製のシートで構成したことを特徴とする請求項１
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記載の屋根用防水シート。
【請求項７】
金属シートを、厚さ０．０５～０．２ｍｍのアルミニウムシートで構成したことを特徴と
する請求項１記載の屋根用防水シート。
【請求項８】
金属シートの端縁位置を、可撓性シートの端縁位置と同等若しくは内方位置に位置したこ
とを特徴とする請求項１記載の屋根用防水シート。
【請求項９】
積層固定した可撓性シートと金属シートとの間に、可撓性シートと金属シートとを貼り合
わせる接着剤層を設けたことを特徴とする請求項１記載の屋根用防水シート。
【請求項１０】
接着剤層の端縁位置を、可撓性シート及び金属シートの端縁位置よりも内方に位置したこ
とを特徴とする請求項９記載の屋根用防水シート。
【請求項１１】
可撓性シートを、厚さ０．４～１．５ｍｍの加硫ゴムシートで構成すると共に、接着剤層
を、厚さ０．５～２．０ｍｍの粘着性ブチルゴム層で構成したことを特徴とする請求項９
記載の屋根用防水シート。
【請求項１２】
屋根用防水シートの裏面の少なくとも一部に粘着シートを積層固定したことを特徴とする
請求項１記載の屋根用防水シート。
【請求項１３】
粘着シートの裏面に剥離紙を設けたことを特徴とする請求項１２記載の屋根用防水シート
。
【請求項１４】
請求項１乃至１３のいずれかの屋根用防水シートにおける折返し重合部の長さ方向の一方
の片側半部を、この片側半部に位置した折返し重合部を展延しない状態で屋根下地または
建物外壁の平面部分に添わせて載設し、他方の片側半部を、この片側半部に位置した折返
し重合部を展延した状態で瓦材の上面の凹凸形状に添わせて載設したことを特徴とする屋
根用防水シートを用いた防水施工方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、屋根用防水シート、及びこれを用いた防水施工方法に関する発明である。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、天窓近傍部位の屋根や屋根と外壁との接続部位のように、屋根にあって形状変
化が生じる部位には、該形状変化部位から雨水を建物内に侵入させないようにするため、
屋根の形状変化部位に亙って屋根用防水シートなどを敷設して防水処理を施すものであっ
た。図１４，１５には天窓近傍部位の屋根における防水構造を示す（たとえば、特許文献
１参照）。このものは、屋根下地６に設けた開口５に天窓７を配設し、天窓７の周囲に水
切り部材１０を配設し、水下側の水切り部材１０と屋根下地６に葺設した瓦材８との間に
屋根用防水シート１を配設することで、防水処理を施したものである。詳しくは、屋根用
防水シート１の上半部は水切り部材１０の下面にもぐり込むようにされて屋根下地６上に
載設され、また屋根用防水シート１の下半部は瓦材８上に載設されている。ここで、上記
瓦材８上に積層載置される屋根用防水シート１は、瓦材８との間に水密構造を形成させる
ため、瓦材８の上面に隙間無く沿わせるように積層載置させている。なお、図中９は瓦材
８を載設させる瓦桟である。
【０００３】
【特許文献１】
特許第３０８７１５４号明細書

10

20

30

40

50

(2) JP 3702277 B2 2005.10.5



【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、屋根に葺設する瓦材８にあっては、しばしばその上面に波形状などの凹凸形状
を施したものが使用される。そして、このような瓦材８の上面形状が平面状ではなく波形
状などの凹凸が施してある場合には、平面状のものよりも該凹凸形状によって表面積が増
大する。しかして、上述したように、屋根用防水シート１の上半部を屋根下地６などの平
面部分に載設し、屋根用防水シート１の下半部を瓦材８上面の凹凸形状部分に沿わせて載
設した際には、屋根用防水シート１の下半部は上半部に比べてその幅寸法は縮んでしまう
ものである（Ｈ＞ｈ）。したがって、狙った瓦材８の上面全てを被覆できなくて、防水処
理に悪影響を及ぼしてしまう恐れがあった。
【０００５】
本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、瓦材の上面形状に合わせて積層載置して
も、所定の被覆幅を確保できて確実な防水処理を施し得るようにした屋根用防水シート、
及びこれを用いた防水施工方法を提供することを課題とするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために本発明に係る屋根用防水シートは、止水性を備えた可撓性シー
ト２に、変形可能で且つ自己保形性を備えた金属シート３を積層固定し、屋根用防水シー
ト１の幅方向の途中に該幅方向と略直交する方向に亙って折返し重合部４を形成し、少な
くとも該折返し重合部４では可撓性シート２と金属シート３とを積層したことを特徴とす
る。これによると、屋根用防水シート１における折返し重合部４の長さ方向の一方の片側
半部を屋根下地６などの平面部分に添わせて載設すると共に、屋根用防水シート１におけ
る該長さ方向の他方の片側半部を波形状など凹凸形状が施された瓦材８の上面に添わせて
載設する際には、平面形状を被覆する部位では折返し重合部４はそのままにし、凹凸形状
を被覆する部位では折返し重合部４を広げるようにすることで、平面形状より表面積が大
となる凹凸形状に合わせて屋根用防水シート１の適所を幅方向に広げることができ、しか
して、屋根用防水シート１の被覆幅を平面被覆部分と凹凸形状被覆部分とにかかわらず略
同一寸法にできる。したがって、従来技術のように平面被覆部分の幅寸法を凹凸形状被覆
部分では確保できないといった事態を無くすることができ、確実に屋根に防水処理を施し
得るようにできる。また、少なくとも折返し重合部４に自己保形性のある金属シート３を
位置して設けたので、折返し重合部４の形状変化を保形でき、ひいては形状変化した屋根
用防水シート１の保形を確保できる。
【０００７】
また、折返し重合部４を、間隔を隔てて複数並設したことも好ましい。これによると、折
返し重合部４を広げて行う屋根用防水シート１の幅方向への延伸を全体としてより大きく
できると共に、屋根用防水シート１の保形を複数箇所の金属シート３で行うことで屋根用
防水シート１の全体形状をより保形し易くできる。
【０００８】
また、可撓性シート２の片面の全面に亙って金属シート３を積層固定したことも好ましい
。これによると、屋根用防水シート１の保形を全面に亙る金属シート３で行うことで屋根
用防水シート１の全体形状をより精密に保形し易くできる。
【０００９】
また、折返し重合部４に位置する可撓性シート２の部位のみに金属シート３を積層固定し
たことも好ましい。これによると、折返し重合部４の形状変形を保形できるから屋根用防
水シート１の保形を確保できることに加え、折返し重合部４以外の金属シート３を省いて
屋根用防水シート１のコスト低廉化を図ることができる。
【００１０】
また、折返し重合部４を、山折部４ａと谷折部４ｂとを連続して設けると共に、山折部４
ａを谷折部４ｂの上側に位置するように重合して形成したことも好ましい。これによると
、屋根用防水シート１を幅方向に引っ張ることで山折部４ａと谷折部４ｂとが引き伸ばさ
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れるから、簡単な施工で施工箇所の表面形状に合わせて屋根用防水シート１を載設できる
。
【００１１】
また、可撓性シート２を、加硫ゴム製または樹脂製のシートで構成したことも好ましい。
これによると、可撓性シート２を外方に露出せる表面に配置した際には、金属シート３が
外方に露出されず、屋根用防水シート１が雨水に晒されたとしても金属シート３に雨水が
当たることがなくて金属成分が雨水に溶け出すことを防止できて周囲の環境の汚染を防止
できる。
【００１２】
また、金属シート３を、厚さ０．０５～０．２ｍｍのアルミニウムシートで構成したこと
も好ましい。
【００１３】
また、金属シート３の端縁位置を、可撓性シート２の端縁位置と同等若しくは内方位置に
位置したことも好ましい。これによると、屋根用防水シート１の端縁に金属シート３が突
出することがなくて、屋根用防水シート１の取扱いにかかる安全性を高めることができる
。
【００１４】
また、積層固定した可撓性シート２と金属シート３との間に、可撓性シート２と金属シー
ト３とを貼り合わせる接着剤層１８を設けたことも好ましい。これによると、可撓性シー
ト２と金属シート３とを容易に積層固定できる。
【００１５】
また、接着剤層１８の端縁位置を、可撓性シート２及び金属シート３の端縁位置よりも内
方に位置したことも好ましい。これによると、施工箇所の表面形状に屋根用防水シート１
の形状を合わせるべく木槌などで屋根用防水シート１をたたいた場合に、可撓性シート２
と金属シート３との間から接着剤層１８が外方にはみ出て施工箇所などに付着してしまう
事態を無くすることができる。
【００１６】
また、可撓性シート２を、厚さ０．４～１．５ｍｍの加硫ゴムシートで構成すると共に、
接着剤層１８を、厚さ０．５～２．０ｍｍの粘着性ブチルゴム層で構成したことも好まし
い。これによると、積層した加硫ゴムシートと粘着性ブチルゴム層との間では加硫ゴムシ
ートに粘着性ブチルゴム層の可塑剤が継続的に供給されるようになり、加硫ゴムシートで
構成された可撓性シート２の耐侯性、柔軟性を継続的に向上できる。
【００１７】
また、屋根用防水シート１の裏面の少なくとも一部に粘着シート１９を積層固定したこと
も好ましい。これによると、粘着シート１９を施工箇所に貼着させることにより、屋根用
防水シート１を粘着シート１９によるシールを伴って施工箇所に固定させることができる
と共に、粘着シート１９にて屋根用防水シート１の変形時の衝撃を緩衝できて金属シート
３の破損防止に資することができる。
【００１８】
また、粘着シート１９の裏面に剥離紙２０を設けたことも好ましい。これによると、屋根
用防水シート１の使用時には剥離紙２０を剥がすことにより、粘着シート１９を施工箇所
の適所に貼着させることができると共に、屋根用防水シート１の不使用時には剥離紙２０
をそのまま粘着シート１９の裏面に設けておくことで、粘着シート１９の表面にゴミや塵
などが付着して粘着性が低下するのを防止できる。
【００１９】
また、上記課題を解決するために本発明に係る屋根用防水シート１を用いた防水施工方法
は、上述した屋根用防水シート１における折返し重合部４の長さ方向の一方の片側半部を
、この片側半部に位置した折返し重合部４を展延しない状態で屋根下地６または建物外壁
１６の平面部分に添わせて載設し、他方の片側半部を、この片側半部に位置した折返し重
合部４を展延した状態で、瓦材８の上面の凹凸形状に沿わせて載設したことを特徴とする
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。これによると、屋根用防水シート１の折返し重合部４を適宜広げるといった簡単な作業
で、平面部分に比べて表面積の大きい凹凸形状に合わせて屋根用防水シート１の形状変化
を行わせ、平面部分から凹凸形状に亙って略同幅寸法の防水処理を施すようにできるから
、屋根の防水処理施工を施工性良く行わせることができる。
【００２０】
【発明の実施の形態】
本発明の屋根用防水シート１は、図１に示すように、止水性を備えた可撓性シート２の片
面に、変形可能で且つ自己保形性を備えた金属シート３を積層固定し、屋根用防水シート
１の幅方向の途中に所定の間隔を隔てて折返し重合部４を並設して構成されたものである
。
【００２１】
可撓性シート２は一定の耐候性や耐熱性を備えた加硫ゴム製または樹脂製のシートで構成
される。たとえば、エチレン－プロピレン－ジェン三元共重合体（ＥＰＤＭ）とブチルゴ
ムとをベースとし、加硫してシート状に成形した黒色ゴムシートが挙げられる。この可撓
性シート２には、屋根用防水シート１の全体に柔軟性を持たせて、屋根用防水シート１の
変形による不具合の抑制や、屋根用防水シート１の施工箇所への密着性を高めて防水性の
向上に資するといった利点がある。なお、可撓性シート２の厚み寸法は０．４～１．５ｍ
ｍ（好ましくは０．５～１．２ｍｍ）程度のものが好ましい。
【００２２】
また、金属シート３は一定の展延性や耐食性を備えた金属製のシートにて構成される。た
とえば、アルミニウムシート、ステンレスシート等が挙げられる。この金属シート３には
、塑性変形によって屋根用防水シート１に形状変形・保形性を持たせる以外にも、屋根用
防水シート１の防火性能の向上に資する利点がある。なお、金属シート３の厚み寸法は０
．０５～０．２ｍｍ（好ましくは０．０８～０．１２ｍｍ）程度が好ましい。更に言うと
、この金属シート３としては、たとえば鉛板で構成してもよいが、雨水による劣化や環境
面への配慮から上記アルミニウムシート等にて構成することが好ましい。なお、図示はし
ないが、金属シート３の一部に孔を設け、この孔によって金属シート３、ひいては屋根用
防水シート１の変形の容易化を図るようにしてもよい。この場合、孔の大きさ、個数、設
置箇所等は特に限定されるものではなく、施工箇所に応じて適宜設定されるものである。
【００２３】
また、折返し重合部４は、図１（ｂ）に示すように、屋根用防水シート１を山折りにした
山折部４ａと屋根用防水シート１を谷折りにした谷折部４ｂとを連続しても設けると共に
、山折部４ａを谷折部４ｂの上側に位置するように重合して側面視Ｚ字状に形成した部位
である。なお、この折返し重合部４は上下に潰された形状とされており、しかして、この
屋根用防水シート１は上記折返し重合部４を有しながらも、全体としては略平板状の矩形
シートに形成されている。また、この折返し重合部４は屋根用防水シート１の幅方向に所
定の間隔を隔てて複数並設されるが、本例の屋根用防水シート１では、各折返し重合部４
の山折部４ａ及び谷折部４ｂが同一方向を向くように形成されている。そして、具体的に
は、並設する折返し重合部４間のピッチは５５ｍｍ、折返し重合部４の幅寸法は１５ｍｍ
に設定されている。
【００２４】
また、積層固定する可撓性シート２と金属シート３との間には可撓性シート２と金属シー
ト３とを貼り合わせる接着剤層１８を設けている（図１１参照）。つまり、可撓性シート
２と金属シート３とは接着剤で貼着されている。ここで、可撓性シート２を加硫ゴムシー
トで構成し、接着剤層１８を粘着性ブチルゴム層で構成するようにすると、積層する可撓
性シート２と接着剤層１８との間では、加硫ゴムシートに粘着性ブチルゴム層の可塑剤が
継続的に供給されるようになり、加硫ゴムシートで構成された可撓性シート２の耐侯性、
柔軟性が継続的に向上でき、好ましい。ここで、粘着性ブチルゴム層はブチルゴムをシー
ト状に成形したものである。なお、接着剤層１８の厚み寸法は０．６～１．０ｍｍ（好ま
しくは０．６～１．５ｍｍ）程度が好ましい。

10

20

30

40

50

(5) JP 3702277 B2 2005.10.5



【００２５】
この屋根用防水シート１は、後述するように折返し重合部４を開閉することで適宜形状変
形を可能とするシートであり、この屋根用防水シート１の変形形状は自己保形性のある金
属シート３によって保形、維持が為されるようになっている。ここで本例の屋根用防水シ
ート１は、金属シート３が可撓性シート２の片面の全面に積層固定されて構成されており
、この金属シート３によって屋根用防水シート１の全体部位で屋根用防水シート１の保形
が行われるようにされている。しかしながら、最低、折返し重合部４の位置に金属シート
３を設けてさえおけば、形状変形する折返し重合部４の保形を行うことができる。したが
って、図示はしないが、屋根用防水シート１における折返し重合部４の部位にのみ金属シ
ート３を可撓性シート２に積層固定し、それ以外の部位には金属シート３を設けないよう
にしてもよい。これによると金属シート３を省いた分、製造コスト（部材コスト）の低廉
化を図り得るといった利点がある。なお、このような折返し重合部４の部位にのみ金属シ
ート３を配設した屋根用防水シート１にあっても、屋根用防水シート１にはその幅方向に
複数の折返し重合部４が並設されているので、屋根用防水シート１の幅方向の複数箇所で
金属シート３による保形作用を屋根用防水シート１に働かせることになるから、屋根用防
水シート１の全体形状の保形を行うことができるのは言うまでもない。
【００２６】
上述した屋根用防水シート１は、屋根に設けた天窓の近傍部位や、屋根と建物外壁との間
のように、屋根にあって形状変化が生じる部位に防水処理を施すために使用される。以下
には、屋根下地６に天窓７を取り付け、天窓７の周囲と屋根下地６との間に防水処理を施
す場合の施工につき説明する。
【００２７】
まず、屋根下地６に天窓７を取り付けるには、図２，３のように、傾斜した平面である屋
根下地６に設けられた天窓用の開口５を上方から塞ぐように天窓７を配置させるようにし
て行う。なお、本例の屋根は瓦材８を葺設して仕上げるタイプのものであり、瓦材８を葺
設させる瓦桟９が、天窓７の周囲を除く屋根下地６の部位に、水下側から水上側に複数本
並べて固定されている。そして、天窓７と屋根下地６との間に防水処理を施す前に、天窓
７より下方に位置する瓦桟９にはあらかじめ瓦材８を葺設しておく。
【００２８】
この天窓７の周囲（水下側、水上側、両けらば側）と屋根下地６との間に施す防水処理に
あっては、本例では、天窓７の周囲（水下側、水上側、両けらば側）の屋根下地６にそれ
ぞれ水切り部材１０を配設すると共に、水下側の水切り部材１０ａとあらかじめ葺設して
おいた瓦材８との間に屋根用防水シート１を配設することで行われる。
【００２９】
なお、各水切り部材１０は、平板部１１の内縁及び外縁に亙ってそれぞれ立上り部１２を
設けた屈曲板状のものであり、内縁立上り部１２ａを天窓７の外縁に添わせると共に外縁
立上り部１２ｂを瓦桟９の端面に添わせ、平板部１１を屋根下地６上に載せるようにして
配設される。ここで、添設される各水切り部材１０の内縁立上り部１２ａと天窓７との間
には、両者に亙る防水テープ１３（図５）が表面から貼着されて水密構造が仕上げられる
。また、これら水切り部材１０同士の接続部位にあっては、上方位置に位置する水切り部
材１０の下面に下方位置に位置する水切り部材１０の上面を重ねて配置し、積層した上記
水切り部材１０，１０の間に防水テープやコーキング材などを介在させて防水処理を施し
ている。
【００３０】
また、水下側の水切り部材１０ａとあらかじめ葺設された瓦材８との間には屋根用防水シ
ート１を配設するが、具体的には、屋根の水上－水下方向に折返し重合部４の長手方向を
合わせて屋根用防水シート１を屋根に近接させ、折返し重合部４の長手方向の一端部分（
屋根用防水シート１の上半部）を該水切り部材１０ａと屋根下地６との間に挿入し、折返
し重合部４の長手方向の他端部分（屋根用防水シート１の下半部）を瓦材８の上面に被せ
るように配設させる。このように屋根下地６と瓦材８とに間に配設した屋根用防水シート
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１によって、水下側の水切り部材１０ａから屋根用防水シート１上を介して瓦材８に雨水
を流下させ得るようにしている。
【００３１】
なお、水下側の水切り部材１０ａの下端に水切り部材１０ａの下面に添わせて上方に折り
返したフック状のはぜ継ぎ部１４を形成しておけば、屋根用防水シート１の上端を該はぜ
継ぎ部１４に引掛け係止でき、屋根用防水シート１をズレなく配置できて好ましい（図５
）。また、屋根下地６の面と瓦材８の上面との間には少なからず高さ方向のギャップがあ
るので、屋根下地６の面から瓦材８の上面をなだらかに連続させる傾斜面１５ａを備えた
スペーサ部材１５を、屋根下地６と瓦材８との間に配設してもよい（図５）。
【００３２】
ところで、瓦材８にはその上面に波形状などの凹凸形状を施したものがしばしば用いられ
るのであるが、その場合にも、防水構造上、屋根用防水シート１は瓦材８の上面の凹凸形
状に沿わせて載設される必要がある。このような場合、本例の屋根用防水シート１にあっ
ては、屋根下地６などの平面部分に添わせて載設する部位にあたる折返し重合部４はその
まま閉じた状態にし、瓦材８の上面を被覆する部位にあたる折返し重合部４を幅方向に適
宜広げるようにし、この折返し重合部４を広げたことで得られた屋根用防水シート１の幅
方向に延伸した部位を、凹凸形状に添わせて瓦材８の上面に載設させる。
【００３３】
具体的に、図２のように、屋根用防水シート１を屋根下地６上に配設する前に、予め所定
部位の折返し重合部４を広げ、屋根用防水シート１の所定部位を瓦材８の上面の凹凸形状
に沿わせ得る凹凸曲面形状に変形させておき、この変形された屋根用防水シート１を屋根
下地６上に配設して行わせてもよいし、一旦、屋根用防水シート１を屋根下地６上に配設
した後に、瓦材８の上面に被さる部位の折返し重合部４を広げて、この部位を瓦材８の上
面の凹凸形状に合わせて変形させて瓦材８の上面に添わせるように行わせてもよい。
【００３４】
ここで、屋根用防水シート１を瓦材８の上面の凹凸形状に添わせて変形させるには、屋根
用防水シート１の形状を瓦材８の上面の凹凸形状に馴染ませるため、瓦材８の上面に載設
した屋根用防水シート１を木槌などで軽く叩いて整形することも好ましい。なお、このと
きには、接着剤層１８の端縁位置を、可撓性シート２及び金属シート３の端縁位置よりも
内方に位置することが好ましい。これによると、施工箇所の表面形状に屋根用防水シート
１の形状を合わせるべく木槌などで屋根用防水シート１を叩いた場合に、可撓性シート２
と金属シート３との間から接着剤層１８が外方にはみ出て瓦材８の上面などの施工箇所な
どに付着し、該施工箇所を汚してしまう、といった事態を無くすることができるのである
。更に言うと、屋根用防水シート１を瓦材８の上面の凹凸形状に合わせて変形させる際に
は、変形時に生じる衝撃が可塑性シート２や接着剤層１８にて緩衝されるので、金属シー
ト３に亀裂等を生じさせにくくできるといった利点もある。
【００３５】
このように、本例の屋根用防水シート１では、上面に凹凸形状が施された瓦材８であって
も、瓦材８に被さる部位の折返し重合部４を広げることで、折返し重合部４を広げた分屋
根用防水シート１の幅寸法を大きくでき、平面形状より表面積が大となった凹凸形状に添
わせて載設させても、屋根下地６などの平面を被覆する部分と瓦材８などの凹凸形状を被
覆する部分との被覆幅を略同一寸法にすることが可能にされている。つまり、図３には屋
根用防水シート１の平面被覆幅はＨで示し、屋根用防水シート１の凹凸形状被覆幅はｈで
示しているが、上述したように屋根用防水シート１は適所で折返し重合部４を広げるよう
にしたことで、Ｈ＝ｈの関係を有するようにできたのである。更に言うと、本例の屋根用
防水シート１は、特に、水切り部材１０のフック部１４に係合したりして屋根用防水シー
ト１の一端が規制された状態にある場合にも、この規制された屋根用防水シート１の一端
近傍以外の折返し重合部４を広げることで、規制された部位の形状はそのままの状態で、
屋根用防水シート１の適宜部位の形状変形を部分的に行わせることができるといった利点
も有しているのである。したがって、本例では、従来技術のように平面被覆部分の幅寸法
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を凹凸形状被覆部分で確保できないといった事態を無くすることができ、屋根の形状にか
かわらず所定の幅寸法での防水処理を確実に施し得るようにされているのである。
【００３６】
屋根用防水シート１を瓦材８の上面の凹凸形状に添わせて載設した後には、屋根用防水シ
ート１と瓦材８との隙間にコーキング材を充填するなどの防水処理を施すことも好ましい
。そして、上記屋根用防水シート１を用いて天窓７の周囲に防水処理を施した後には、図
４のように、全ての瓦桟９の上に瓦材８を葺設し、屋根の仕上げが行われる。
【００３７】
本例では、天窓７の水上側には直ぐに瓦材８を葺設したものを示したが、降雪地域など建
物立地条件や屋根勾配などの条件によっては、天窓７の水上側の瓦材８上を流下する雨水
を天窓７上に伝わせて流下させるようなジャンプ台１７を天窓７の水上側の位置に配設す
ることも好ましい（図１２参照）。また、本例では、天窓７の水下側での防水処理に屋根
用防水シート１を用いた例を示したが、この屋根用防水シート１は、天窓７のケラバ側に
施す防水処理に用いることも好ましく、また図６のように建物外壁１６と瓦材８との境界
部分の防水処理に用いることも好ましい。
【００３８】
また、上記には本例の屋根用防水シート１の屋根の形状にかかわらず所定幅寸法の防水処
理を行い得る利点につき説明したが、この屋根用防水シート１にあっては、上記折返し重
合部４を有しながらも全体としては略平板状の矩形シートに形成されていることから、屋
根用防水シート１の厚み方向の嵩が小さく維持されており、しかして、屋根用防水シート
１を搬送したり保管したりする際などに安定的に積層できるといった利点も有している。
なお、このとき、金属シート３の端縁位置を、可撓性シート２の端縁位置と同等若しくは
内方位置に位置させた屋根用防水シート１であることが好ましい。これによると、屋根用
防水シート１の端縁に金属シート３が突出することがなくて、屋根用防水シート１の取扱
いにかかる安全性を高めることができるのである。
【００３９】
また、この屋根用防水シート１は、折返し重合部４を広げることでその幅寸法を広げるこ
とができたものであるが、図７（ａ）のように折返し重合部４を閉じた状態の屋根用防水
シート１の幅寸法をＬ１ とし、図７（ｂ）のように側面視で略一直線状になるように折返
し重合部４を完全に開いた状態の屋根用防水シート１の幅寸法をＬ２ としたとき、Ｌ２ ＞
Ｌ１ ×（π／２）の関係を有するようにすることが好ましい。これは、建物に一般的に用
いられる瓦材８にあっては、図８のように、凹凸形状を上面に施した瓦材８における幅方
向の表面距離Ｘ２ は、上面が平板状の瓦材８における幅方向の表面距離（瓦材８の幅寸法
Ｘ１ と同等）と比べて、Ｘ２ ＜Ｘ１ ×（π／２）の関係を有するものであり、しかして、
Ｌ２ ＞Ｌ１ ×（π／２）の関係を有するように屋根用防水シート１に折返し重合部４を設
けると、凹凸形状を上面に施した一般的な瓦材８に対して汎用できるといった利点が得ら
れるのである。
【００４０】
更に言うと、本例では、可撓性シート２の下方に金属シート３が位置する状態で屋根用防
水シート１を屋根に配設している。しかして、可撓性シート２が外方に露出されて金属シ
ートが外方に露出されない状態にされており、屋根用防水シートが雨水に晒されたとして
も金属シートに雨水が当たることがなくて、金属成分が雨水に溶け出すことが防止されて
いる。これによって周囲の環境の汚染の防止が図られている。なお、反対に、屋根の外観
に素材感、色彩等を合わせるべく、金属シート３を可撓性シート２の上方に位置するよう
に屋根用防水シート１を屋根に配設してもよい。この場合には金属シート３を雨水などに
反応しにくいイオン化傾向の低い金属で構成させることが好ましい。また、屋根用防水シ
ート１の強度等を考慮して、図９のように可撓性シート２の表裏両面に金属シート３を積
層固定して屋根用防水シート１を構成しても、また金属シート３の表裏両面に可撓性シー
ト２を積層固定して屋根用防水シート１を構成してもよい。
【００４１】
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また、図１０乃至図１２には本発明の実施の形態の他例を示す。先の実施の形態の例と同
様部位には同符合を付して説明を省き、異なる部分を説明するものとする。この例は、屋
根用防水シート１の裏面の少なくとも一部に粘着シート１９を積層固定し、この粘着シー
ト１９の裏面に剥離紙２０を設けた例である。なお、本例では、屋根用防水シート１の表
面側には可撓性シート２が、裏面側には金属シート３が位置しており、粘着シート１９は
金属シート３の裏面の略全面に亙って貼着されている。
【００４２】
粘着シート１９は、粘着性を有するシートであって、たとえばブチルゴムシートにて構成
される。なお、この粘着シート１９の厚み寸法は、１．５ｍｍ以上（好ましくは２．０ｍ
ｍ以上）に設定される。この粘着シート１９によると、図１２のように屋根用防水シート
１を施工箇所に配設したとき、粘着シート１９にて屋根用防水シート１を施工箇所に密着
して貼着できるだけでなく、粘着シート１９がシール材の役割を果たし、先の実施の形態
の例で行っている瓦材８と屋根用防水シート１との間へのコーキング材の充填施工を無く
することができるのである。つまり、屋根用防水シート１の配設施工の施工性を向上でき
る利点を有しているのである。なお、図１２中の２１は、水切り部材１０と屋根用防水シ
ート１との連結部位を屋根下地６に固定する釘やビスを挿通させる挿通孔である。
【００４３】
更に言うと、この粘着シート１９の厚みが２ｍｍ以上有ると、上面に多少の塵等が存在し
ている瓦材８に屋根用防水シート１を貼着させても、瓦材８と屋根用防水シート１との間
を完全にシールすることができると共に、屋根用防水シート１を木槌などで叩いて瓦材８
の上面の凹凸形状に合わせるよう変形させた場合にも、それに追従して粘着シート１９が
延伸するのでシール性の低下が生じないようにできて好ましい。なお、粘着シート１９の
厚みが１．５ｍｍ未満の場合では、屋根用防水シート１を瓦材８の上面の凹凸形状に合わ
せるよう変形させた場合に、該変形時に生じる衝撃の粘着シート１９による緩衝作用が不
充分で、金属シート３に亀裂などを生じさせる恐れを有している。つまり、粘着シート１
９の厚みが１．５ｍｍ以上あれば、該変形時に生じる衝撃を粘着シート１９で有効に緩衝
できて、金属シート３に亀裂などの発生を防止できるのである。
【００４４】
また、粘着シート１９の裏面に貼着された剥離紙２０にあっては、屋根用防水シート１の
使用時（配設施工時）にはじめて粘着シート１９から剥がされるものであって、屋根用防
水シート１の不使用時にはそのまま粘着シート１９の裏面に設けておくものであり、施工
箇所に貼着させる粘着シート１９の裏面にゴミや塵などが付着することを防止し、粘着シ
ート１９の粘着性の低下を防止できる利点を有している。無論、剥離紙２０は、屋根用防
水シート１の配設施工時の適宜のタイミングで粘着シート１９から剥がされるのであるか
ら、適宜のタイミングで粘着シート１９の粘着力を働かせることができ、屋根用防水シー
ト１が予期せぬ場所に付着してしまう事態を避けることができ、施工性の向上に資すると
いった利点も有するものである。
【００４５】
なお、上述したいずれの実施の形態の例の屋根用防水シート１も、並設した折返し重合部
４の山折部４ａ及び谷折部４ｂが同一方向を向くように形成されているが、図１３に示す
本発明の時しの形態の更に他例における屋根用防水シート１のように、隣接する折返し重
合部４の山折部４ａ及び谷折部４ｂが異なる方向を向くように構成してもよい。この屋根
用防水シート１においても、折返し重合部４の形状以外は、先の諸例の屋根用防水シート
１と同様の構成、機能を有している。瓦材８の上面の凹凸形状によっては、本例の折返し
重合部４のパターンの屋根用防水シート１が該凹凸形状に容易に形状を合わせて変形でき
る場合もあり、そのような場合には屋根用防水シート１の配設施工にかかる施工性の向上
が図られるものである。
【００４６】
【発明の効果】
上記のように本発明の請求項１記載の発明にあっては、止水性を備えた可撓性シートに、
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変形可能で且つ自己保形性を備えた金属シートを積層固定した屋根用防水シートにおいて
、屋根用防水シートの幅方向の途中に該幅方向と略直交する方向に亙って折返し重合部を
形成し、少なくとも該折返し重合部では可撓性シートと金属シートとを積層したので、屋
根用防水シートにおける折返し重合部の長さ方向の一方の片側半部を屋根下地などの平面
部分に添わせて載設すると共に、屋根用防水シートにおける該長さ方向の他方の片側半部
を波形状など凹凸形状が施された瓦材の上面に添わせて載設する際には、平面形状を被覆
する部位では折返し重合部はそのままにし、凹凸形状を被覆する部位では折返し重合部を
広げるようにすることで、平面形状より表面積が大となる凹凸形状に合わせて屋根用防水
シートの適所を幅方向に広げることができ、しかして、屋根用防水シートで施す防水処理
の幅寸法を平面被覆部分と凹凸形状被覆部分とにかかわらず略同一寸法にできる。したが
って、従来技術のように平面被覆部分の幅寸法を凹凸形状被覆部分では確保できないとい
った事態を無くすることができ、確実に屋根に防水処理を施し得るようにできる。また、
少なくとも折返し重合部に自己保形性のある金属シートを位置して設けたので、折返し重
合部の形状変化を保形でき、ひいては形状変化した屋根用防水シートの保形を確保できる
。
【００４７】
また請求項２記載の発明にあっては、請求項１の効果に加え、折返し重合部を、間隔を隔
てて複数並設したので、折返し重合部を広げて行う屋根用防水シートの幅方向への延伸を
全体としてより大きくできると共に、屋根用防水シートの保形を複数箇所の金属シートで
行うことで屋根用防水シートの全体形状をより保形し易くできる。
【００４８】
また請求項３記載の発明にあっては、請求項１の効果に加え、可撓性シートの片面の全面
に亙って金属シートを積層固定したので、屋根用防水シートの保形を全面に亙る金属シー
トで行うことで、屋根用防水シートの全体形状をより精密に保形し易くできる。
【００４９】
また請求項４記載の発明にあっては、請求項１の効果に加え、折返し重合部に位置する可
撓性シートの部位のみに金属シートを積層固定したので、折返し重合部の形状変形を保形
できるから屋根用防水シートの保形を確保できることに加え、折返し重合部以外の金属シ
ートを省いて屋根用防水シートのコスト低廉化を図ることができる。
【００５０】
また請求項５記載の発明にあっては、請求項１の効果に加え、折返し重合部を、山折部と
谷折部とを連続して設けると共に、山折部を谷折部の上側に位置するように重合して形成
したので、屋根用防水シートを幅方向に引っ張ることで山折部と谷折部とが引き伸ばされ
るから、簡単な施工で施工箇所の表面形状に合わせて屋根用防水シートを載設できる。
【００５１】
また請求項６記載の発明にあっては、請求項１の効果に加え、可撓性シートを、加硫ゴム
製または樹脂製のシートで構成したので、可撓性シートを外方に露出せる表面に配置した
際には、金属シートが外方に露出されず、屋根用防水シートが雨水に晒されたとしても金
属シートに雨水が当たることがなくて金属成分が雨水に溶け出すことを防止できて周囲の
環境の汚染を防止できる。
【００５２】
また請求項８記載の発明にあっては、請求項１の効果に加え、金属シートの端縁位置を、
可撓性シートの端縁位置と同等若しくは内方位置に位置したので、屋根用防水シートの端
縁に金属シートが突出することがなくて、屋根用防水シートの取扱いにかかる安全性を高
めることができる。
【００５３】
また請求項９記載の発明にあっては、請求項１の効果に加え、積層固定した可撓性シート
と金属シートとの間に、可撓性シートと金属シートとを貼り合わせる接着剤層を設けたこ
とも好ましい。これによると、可撓性シートと金属シートとを容易に積層固定できる。
【００５４】
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また請求項１０記載の発明にあっては、請求項９の効果に加え、接着剤層の端縁位置を、
可撓性シート及び金属シートの端縁位置よりも内方に位置したので、施工箇所の表面形状
に屋根用防水シートの形状を合わせるべく木槌などで屋根用防水シートをたたいた場合に
、可撓性シートと金属シートとの間から接着剤層が外方にはみ出て施工箇所などに付着し
、施工箇所を汚してしまうといった事態を無くすることができる。
【００５５】
また請求項１１記載の発明にあっては、請求項９の効果に加え、可撓性シートを、厚さ０
．４～１．５ｍｍの加硫ゴムシートで構成すると共に、接着剤層を、厚さ０．５～２．０
ｍｍの粘着性ブチルゴム層で構成したので、積層した加硫ゴムシートと粘着性ブチルゴム
層との間では加硫ゴムシートに粘着性ブチルゴム層の可塑剤が継続的に供給されるように
なり、加硫ゴムシートで構成した可撓性シートの耐侯性、柔軟性を継続的に向上できる。
【００５６】
また請求項１２記載の発明にあっては、請求項１の効果に加え、屋根用防水シートの裏面
の少なくとも一部に粘着シートを積層固定したので、粘着シートを施工箇所に貼着させる
ことにより、屋根用防水シートを粘着シートによるシールを伴って施工箇所に固定させる
ことができると共に、粘着シートにて屋根用防水シートの変形時の衝撃を緩衝できて金属
シートの破損防止に資することができる。
【００５７】
また請求項１３記載の発明にあっては、請求項１２の効果に加え、粘着シートの裏面に剥
離紙を設けたので、屋根用防水シートの使用時には剥離紙を剥がすことにより、粘着シー
トを施工箇所の適所に貼着させることができると共に、屋根用防水シートの不使用時には
剥離紙をそのまま粘着シートの裏面に設けておくことで、粘着シートの表面にゴミや塵な
どが付着して粘着性が低下するのを防止できる。すなわち、屋根用防水シートを狙いの箇
所に確実に配設できると共に、屋根用防水シートの使用時まで粘着シートの粘着力を維持
できる。
【００５８】
また、請求項１４記載の発明にあっては、請求項１乃至１３のいずれかの屋根用防水シー
トにおける折返し重合部の長さ方向の一方の片側半部を、この片側半部に位置した折返し
重合部を展延しない状態で屋根下地または建物外壁の平面部分に添わせて載設し、他方の
片側半部を、この片側半部に位置した折返し重合部を展延した状態で、瓦材の上面の凹凸
形状に沿わせて載設したので、屋根用防水シートの折返し重合部を適宜広げるといった簡
単な作業で、平面部分に比べて表面積の大きい凹凸形状に合わせて屋根用防水シートの形
状変化を行わせ、平面部分から凹凸形状に亙って略同幅寸法の防水処理を施すようにでき
るから、屋根の防水処理施工を施工性良く行わせることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の例の屋根用防水シートであり、（ａ）は全体斜視図であり
、（ｂ）は（ａ）の要部の側面図である。
【図２】同上の天窓近傍の防水処理施工の一例を説明し、瓦材の上面の凹凸形状に添わせ
るべく、屋根用防水シートの折返し重合部を適宜広げた状態を示す斜視図である。
【図３】同上の防水処理施工後の天窓近傍の斜視図である。
【図４】同上の屋根の仕上げ施工後の天窓近傍の斜視図である。
【図５】同上の仕上げ施工後の天窓近傍の要部側面図である。
【図６】同上の屋根用防水シートを建物外壁と瓦材との間に配設した例を示す概略側面図
である。
【図７】同上の屋根用防水シートであって、（ａ）は折返し重合部を閉じた状態の斜視図
であり、（ｂ）は折返し重合部を全て広げた状態の斜視図である。
【図８】上面に凹凸形状を施した瓦材を示す斜視図である。
【図９】同上の屋根用防水シートの他例を示す要部側面図である。
【図１０】本発明の実施の形態の他例の屋根用防水シートの斜視図である。
【図１１】図１０のＢ－Ｂ線断面図である。
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【図１２】同上の屋根用防水シートを用いて防水処理が為された天窓近傍の斜視図である
。
【図１３】本発明の実施の形態の更に他例の屋根用防水シートの斜視図である。
【図１４】従来技術の例の屋根用防水シートを屋根に近接させる状態を示す斜視図である
。
【図１５】同上の従来技術の例の屋根用防水シートを凹凸形状を施した瓦材の上面に添わ
せて載設した状態を示す斜視図である。
【符号の説明】
１　屋根用防水シート
２　可撓性シート
３　金属シート
４　折返し重合部
４ａ　山折部
４ｂ　谷折部
６　屋根下地
８　瓦材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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